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プレゼンサマリー

次世代の夫婦は本質的なものだけを好む。最低限のものを身に付け、身の丈に合った暮らし、身の丈に合った自分好みの家をもつ。家というか
棲家に近いのかもしれない。家というよりペットのような感覚かもしれない。標準的な大きさの住宅が建ち並ぶニュータウンにおいて、かつて
延床面積40坪程度の建物が建っていた基礎の上にワンルームマンション程度の広さである4坪の家を計画。外部には基礎を利用したウッド
デッキを張り、内部は屋根裏のような空間、そして天窓を兼ねた玄関を設える。建物はDIYによって装いを自由に変えていく。

（プレゼンテーションより抜粋）

審査員コメント

・土台を全部デッキとし雨風を凌ぐ部分は小さくてよいという考え方は評価できる。でもあまりに閉鎖的。「身の丈」という言葉は住む人を
きわめてネガティブにとらえる言葉だと思う。（山本理顕）

・映画のようなプレゼンテーションが面白い。人間の描き方も痛快。
（ 藤森照信 ）

・基礎を敷地の一部ととらえ使い続けようという発想は非常によいが、キャンプ生活との違いが分からない。特殊解としての面白さではなく、
将来のスタンダードになり得る強さを提案してほしい。

（ 千葉学 ）
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